
ょうむがかり 用務掛 職制としては， 昭和 38 年電気関

係、の職制改正時に制定されたものであるが，類似の職としては，

機関区等の整備鍋，駅の駅務掛などに， この職の職務が含まれ

ている。従来現業機関の本区等におかれていた雑務手，用品手

の職務が移行した職で，事務掛の指J軍を受け，議長iiの送達，物

品の積卸 L，迷搬， 室内外の消婦などに従事する新規係用職で

ある。 (森口政雄)

よくそくブレーキ 抑速ブレーキ 一定の連続下り 4 う

配を一定速度で走行するために， 多段制御式の発電ブレーキの

ノッチを適当に選び，所要の負荷抵抗値を得て ， こう 門日に対す る

均衡運転速度を得られるようにした」極の電気ブレーキである。

したがって抑速プレーキでは，一定抵抗値でよいから ， ハン

ド ノレ扱いと しては， 主幹伽!御慌をそのまま干IJJHすることが多く，

この場合のブレーキ作用は， 電動車の電気ブレーキのみによっ

て行なわれ る 。 こ う配が変わって も使HJでき るよう， 主幹制御

様のノッチは，通常数段設けられてお り ，また rth紋やこう自己の

変化により多少の運転制御の必要を考慮してブレ ー キ弁による

直通空気プレー キの付加も可能な機構になっ てし、 る。

こ の場合， 空気ブレーキと屯気プ レ ー キが重畳することにな

る ので ， ある限度以上に空気ブレーキが付加される と抑迷プ レ

ー キは切れるよ うになっ てい る。

この抑迷ブレーキの長所は

(1) 空気ブレ ーキが作用しないので， 制愉子やタイヤの摩耗

見よび タ イヤ路面の過熱， 焼きばめタイヤのし緩等のおそれが

ない。

(2) 円滑な減速度で， しかも一定の速度で急こ う 配合走行で

きるので， 乗リご、二 ちがよい。

(3) 下 り こ う開運転における プ レ ー キ弁操作のわずらわ し さ

がなくなり操縦性がよい。等があげられるが，

-15短所 と しては

(1) 主電動峻 ・ 主忽抗器等の熱n荷が多くなるので ， 容量を

大き くす る必要があ る。

(2) 制御装置が飯雑となる。等であ る。(浅間 )J) 

よこどりきち 検取基地 新幹線における保守作業は，

そのほとんどが機械)J に より 行なっ てい るが，停車場問が長い

ため保守用車が保守墓地 (東京お よ ひ大阪運転所総内ならびに

三島 ・ 静岡 ・ 豊橋 ・ 米原の各臥構内の木線路から分岐し，保守

用車等の留 &'t および検修をね なうために E没け られた箇!9í な い

う，) から出発すると，保守占~ I也 ・ 作業現場開の往復に裂するH年

間が多くかかるので， こ の時|悶の浪費を防ぎ，円術な作業を行

なう目 的で，停車場構内および停車場開の必要な箇所に設けら

れた保守用車の収容箇所をし、う。

この基地は，本線路 との分岐様の形態の ものは設けないで，

すべて本線路と平行にした短軌道による設備とし，保守用車の

本線路への載線または基地への収容は， 保守!ll車をジャッキで

こう上し，横に移動して行な うよ うにな っている。停車場開に

設けられた横取去地から保守朋寧を取り出すと きは， その区間

の上下線とも ， 作業時間開始後でなければ， その作業ができな

し、ような設備とし，保守 用車収容の最終的な確認は， *確認車

で行なうことになっている。 ~保守作業列車問合

(早川武士)

よ

よさんさんしょうしょ 予算参照書 国鉄 11，日本国有

鉄道法に よ って，毎事業年度の予算を作成し，それに当該事業

fド 1rtの事業計画 ・ 資金計 画その他予算の参考ーとなる事項に関す

る書煩を添え，運輸大 1;':に提 tl1するこ と が義務づけられている。

( 日 本国有鉄道法第 39 条の 2 )これは闘会における予算審議の

参考に供するためであるが，こ うした凶鉄の予算に添付 して国

会に提出する書類のうち，次のものを予算参照奮と総称して

いる。

ア IjI 号収入支出予定計算;!l

イ 了号伏務負担行為

ウ 職J:l.給与総額算出表

エ 事業計画

1 収入支出予算の内訳

力 資金計画

キ JlH主計算書

ク 貸借対照表

ケ 財d耳目録

一・般会計について も，財政1去に ょっと ， ↓量鉄の場合 と同機， 各

純の予算参考書1$1の拠出を求められてし、るが，その中で特定の

番)Jjを予算参照書 と 称 してい る。(細谷治通)

よさんのくりこし 予算の繰越し 財政法務 12 条は， L各

会計 年度における絞貨は， その~I三!支の歳入を も っ て ， こ れを支

弁しなければならないλ と規定している。これは一般に， 会計

年度独立の原則といわれ， 毎会計年度の歳出予~: I ;t.，当該年度

開始前に tòいても，終了後においても，使111することはできず，

その年度内に使用しなければならないという国の財政処理上の

必本原則を定めたものである。しかしながら実際の予算執行に

当たっては， この原JlIJ を~ くこと は困難であるばかりか， かえ

っ て 不合理を生ずる場合が多 L 、。こう した観点から，財政i去で

も，あらかじめ闘会の議決を経た喝合(繰越明齢費 という)およ

び避け難い4r放のため.特に大政大医の承認を経た場合(事故

繰起し という)に限 っ て例外的に当該ヰー l.ltの晋算金翌年度にま

たが フて使用することを'許してし、る。よれが財政法上予算の級

感しといわれるもので ， あくまで予算制度上例外措置に属する

ものである。

国鉄ιついては， 公共企業体 として ， 一般会計とは異な っ ，

その学業 会継続的かつ猟力的に淀川できるように，予算 ヒ各僚

の 自主性が付与されている。予算の繰総 しについても ， 国の場

合に比較して ， い っ そ う 事jí 力的な も の とな っている。すなわち，

日本国有鉄道法第 39 条の 15 f:t. ， 国鉄が当該年度の支出予算を

その年度内に全編{吏 HJ で きずに銭額を生じた場合には， 原則と

して翌年度に繰り越して使則することを認、め，予算で指定され

た特定の紙伎についてだけ運輸大臣の楽町lの承認が必要である

としてい る。なお予算ーな繰り位した場合には，主I!~大臣と会計

検査院への事後通知を要す る。 また特定の経費 として現行の予

算総日IJでは， 役員給と給与総額とが指定されている 。

(細谷治通)

よしいともざね 吉井友実 文政 11 年鹿児島藩士の家に

生まれ ， jjfi称を卒輸 と いった。早くから俊材として郷党の聞に重

きをな し，嘉氷年間初めて外交問題が起こり国論大いにわくと ，

卒納もまた ~
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